
No. 202

20 -1st- 14
10 -2nd- 13
10 -3rd- 18
24 -4th- 9

-OT1-

-OT2-

-OT3-

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

4 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8:26
5 * 9 1 2 2 5 2 2 2 1 5 6 4 1 1 1 27:49
6 * 4 0 2 1 4 2 2 1 0 3 3 1 0 3 0 31:29
7 * 12 1 1 4 9 1 2 4 4 4 8 1 1 1 2 26:17
8 * 12 0 0 3 11 6 8 2 2 4 6 1 2 0 0 23:22
9 3 0 0 1 3 1 2 0 2 1 3 1 1 0 0 11:55

10 - - - - - - - - - - - - - - - DNP
11 10 0 0 4 6 2 4 1 2 1 3 0 1 0 1 18:43
12 4 0 1 2 7 0 0 4 3 4 7 4 1 2 0 20:11
13 - - - - - - - - - - - - - - - DNP
14 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 3:58
21 * 10 0 0 4 7 2 2 1 1 3 4 2 0 0 0 27:50

0 3 3 6 1
合 計 64 2 7 21 53 16 22 15 19 28 47 16 7 7 4 200:00

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

4 * 4 0 0 2 3 0 0 0 2 1 3 2 1 0 0 18:19
5 * 4 0 0 2 10 0 0 2 2 3 5 1 1 0 0 23:32
6 2 0 0 1 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 4:08
7 8 2 6 1 4 0 0 3 0 3 3 0 4 2 0 21:24
8 9 0 1 4 6 1 2 2 2 3 5 3 2 2 0 32:27
9 * 4 1 5 0 2 1 2 2 1 3 4 2 1 1 0 22:45

10 5 1 4 1 4 0 0 2 0 3 3 3 3 1 0 17:15
11 * 2 0 1 0 2 2 2 3 0 0 0 0 0 2 0 6:51
12 7 0 0 3 6 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 23:07
13 3 0 1 1 2 1 2 3 1 0 1 0 1 0 0 11:36
14 - - - - - - - - - - - - - - - DNP
15 * 6 2 5 0 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 18:36

0 2 4 6 0
合 計 54 6 23 15 43 6 9 20 10 21 31 11 13 8 0 200:00

FG: F: TO: MIN:
成功 3P: OR: AS: S:
試投 2P: DR: ST: OT: 延長

FT: TOT: BS:

NO.

スターター

シュート率

第1ピリオド、開始早々、日本は#5冨崎のジャンプシュートで先制。その後も、#4藤吉、
#11牛田がブレイクから得点するなど、アップテンポな試合展開を見せる。一方、AISはイ
ンサイドを起点としたモーションオフェンスで対抗し、高さを生かしたリバウンドからセカン
ドチャンスを生み出し、得点を量産する。終盤、日本は#11牛田の1on1、#8森のゴール下
のシュート、#7田中が3Pシュートを決め盛り返すも、14-20と6点ビハインドで終了。

第2ピリオド、日本は#13濱口と#8森のコンビネーションプレイで攻めると、一方のAISも
ツーメンゲームからファウルを誘いフリースローを沈め、応戦する。その後、日本は#12元
山の活躍で流れを掴みかけるが、3本連続でミスを犯しリズムを崩す。タイムアウト要求
後、#7田中、#13濱口、#6山田のテンポ良いシュートで立て直し、さらに#12元山がドライ
ブインからバスケットカウントを決め、25-26の1点差に詰め寄る。だがAISは、身長を生か
したインサイドプレイや#12Migovicにボールを集め積極的に攻める。 27-30、3点ビハイン
ドで前半終了。

後半、開始から#12元山のジャンプシュート、#10中畑や#7田中の連続3Pシュートが決ま
り、35-32と逆転に成功。しかし、AIS#12Migovicがコートに戻ると、連続ミドルシュートを
決められ、再びリードを許す。だが中盤、日本は#10中畑がドライブインからシュートをね
じ込み、41-40と再逆転。たまらずAISはタイムアウトを取るが、日本の勢いは止まらず、
は#8森のインサイド、#15櫻木の3Pシュートで徐々に突き放しにかかる。45-40、日本リー
ドで最終ピリオドへ。

第4ピリオド、AISがブレイク、#12Migovicのインサイドプレイで攻めると、日本は#15櫻木
がこの試合2本目の3Pシュートを沈める。だが、AIS #7Allenの連続得点でリードを奪い維
持を見せると、続けて外角シュートも決めリードを保つ。追い上げたい日本は、#9林の3P
シュート、#4藤吉や#12元山のドライブインで得点するが、AISの個人技を止められず、
徐々に点差が広がっていく。その後も反撃の糸口を見つけられぬまま、時間は流れタイ
ムアップ。54-64、前日に続き、AISに敗戦した。

最終的に10点差はついた試合ではあったが、日本の課題であるリバウンドや接触、パ
ワー等、フィジカル面では克服できた部分も多く見られた。徐々にではあるが、戦える
チームになりつつあると感じた。

ファウル

ブロックショットトータルリバウンドフリースロー

選手名
2P FG

％:

HC

HC

M:
A:

PST:

S

AIS

No.
3P FG

AIS

○ ●

64 54

S

開催場所：

試合区分：

期 日：

平成23年度バスケットボール女子U-24日本代表チーム 第2次強化合宿(オーストラリア遠征)

オーストラリア・キャンベラ AIS
女子 練習試合

ゲームレポート

REBOUNDS

オフェンスリバウンド

AS

39.6% 72.7%

REBOUNDSFT

U-24日本代表

スティール

ターンオーバー
アシスト

ディフェンスリバウンド

2P FG3P FG

U-24日本

BS

TO AS

(通算2敗)

MINST

TO選手名 PTS

28.6%

森 ムチャ
林 眞未

MIN

26.1%

ST

小嶋裕二三 / TEAM

ポイント

34.9% 66.7%

出場時間フィールドゴール

濱口 京子

3ポイントシュート

大沼 美咲
櫻木 千華

冨崎 里奈
山田 茉美
田中 真樹

元山 夏菜

/ TEAM

2ポイントシュート

Thompson Olivia
Cole Rebecca
Garrick Madeleine

Garbin Darcee

藤吉 佐緒里

中畑 恵里
牛田 悠理

Samuels Casey

Allen Rebecca

Fadljevic Rosie

Blicavs Sara
Migovic Carley

Lavey Tessa
Lennox Grace

Donnelly Mikhaela

FT
BSPTS

開始時間：

(財)日本バスケットボール協会

大会名称：

2011(H23)年6月5日 (日)
16:00

主審：

副審：

コミッショナー：


